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産業技術の芽 
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    簡便なアルミナとアルミニウムのメタライズ技術の提供 

アルミナ基板上へのアルミニウムメタライズ技術 

技術分野分類  5903：複合材料・表界面工学 

技術キーワード  接合・接着・溶接                      

産 業 分 類  E-21 : 窯業・土石製品製造業 
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概  要 

 

アルミナの表面にシロキサン系ポリマーを塗布して加熱することにより、新

規にアルミナとアルミニウムのメタライズに成功しました。また、ポリマーの

種類と加熱方法の調整により、アルミニウムの導電性を維持したまま、既存技

術と同等以上の接合強度を実現しました。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

既存のアルミナとアルミニウムのメタライズ技術は、ハロゲン系フラックス

や活性金属を用いた前処理工程を必要とする、工数とコストがかかる技術でし

た。今回、シロキサン系ポリマーの性質を活用し、前処理工程やフラックス等

を不要とするアルミナとアルミニウムの接合技術を開発しました。 

本技術の 

有用性 

本技術ではハロゲン系フラックスや活性金属を利用しないため、従来よりも

簡便かつ低コストでアルミナ上へアルミニウムをメタライズすることが可能

になり、新規性あるメタライズ製品や複合材料の開発が期待できます。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

アルミナ基板とアルミフィンの接合  /  既存技術とほぼ同等の接合強度 

適用可能製品 
 (パワーモジュール用)放熱基板 

 金属-セラミックス複合材料 
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